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地域おこし
協力隊
ＮＥＷＳ

　新年あけましておめでとうございます！地域おこし協力隊の古
田です。昨年は皆さまのお力添えをいただき、おかげさまでさま
ざまな活動ができました。本当にありがとうございます。
　さて、少し前のお話になりますが、11 月 30 日（土）に大阪で
開催された『福井県移住・交流・二拠点フェア』に参加してきまし
た。たくさんの方々に来場していただいて、南越前町を PR する

ことが出来ました。移住を真剣に検討されている方はも
ちろん、たまたま面白そうだったので立ち寄られた方も
いらっしゃったのですが、「新鮮な野菜が日々食べられ
る」「海も山も近い」「町の方々があたたかく受け入れて
くれる」といったこの町の魅力を、関西の方々も感じて
いただけたようでした。
　一方で、たくさんの魅力をどのように伝えれば良いのか、改めて考え
るきっかけにもなりました。具体的には、町内の自然の中で何ができ
るのか、移住するとどのような生活になるのか、どのような補助制度が
あるのかといった情報を整理し、わかりやすく伝えられるようになる必
要があると感じます。現在は、これらの魅力が “点” になっているので、
これらを繋げて “面” として伝えられるよう整理していきます。
　また、福井県内の自治体や団体と交流することができ、ネットワークが

広がりました。福井県の魅力を PR するという目標を共有する仲間がたくさん出来たことは大変心強いです。
　今回の『福井県移住・交流・二拠点フェア』は手応えを感じると
ともに、課題も発見でき、さらには仲間までできるという実りあ
る機会となりました。この調子でこれからも頑張っていきたいと
思います。本年もどうぞよろしくお願いします！

■問合せ　観光まちづくり課　☎ 0778－47－8013
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